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笑
い
の
処
方
箋
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 
 

い
わ
き
寄
席
―
お
お
い
に
笑
い
ま
し
ょ
う 

 

社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会 

理
事
長 

 

須
田 

 

滉 

 

 

須
田
医
院
主
催｢

い
わ
き
寄
席｣

は
平
成
元
年
に
始
め
て
か
ら
十
八
年
が
経
ち
ま
し
た
。
近
日
中
に

百
回
に
な
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
健
康
な
笑
い
を
提
供
で
き
た
ら
と
思
い
つ
い
て
は
じ
め

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
二
ヶ
月
に
一
度
の
厳
し
い
開
催
の
日
程
で
し
た
が
、
多
く
の
市
民
の
方
々

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
寄
席
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
集
ま
っ

て
く
れ
た
東
京
在
住
の
一
流
の
噺
家
さ
ん
達
の
連
携
が
、
こ
の
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

  

と
こ
ろ
で
医
療
や
福
祉
の
現
場
に
笑
い
を
広
げ
、
患
者
や
高
齢
者
の
自
己
免
疫
や
自
己
治
癒
力
を

高
め
よ
う
と
い
う｢

笑
い
療
法
士｣

が
誕
生
し
ま
し
た
。｢

癒
し
の
環
境
研
究
会｣

が
設
け
た
こ
の｢

笑
い

療
法
士｣

に
は
、
全
国
か
ら
医
師
や
看
護
師
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
主
婦
、
教
師
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
種

の
百
五
十
人
が
応
募
さ
れ
た
と
の
事
で
す
。
心
理
学
や
脳
の
仕
組
み
な
ど
の
講
義
を
受
け
た
四
十
九

人
が
認
定
さ
れ
た
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。 

 

代
表
世
話
人
で
あ
る
日
本
医
科
大
学
の
高
柳
和
江
助
教
授
は｢

笑
い
は
病
気
に
な
っ
て
か
ら
だ
け

で
な
く
、
病
気
の
予
防
に
も
役
に
立
ち
ま
す
。『
一
日
五
回
笑
っ
て
、
一
日
五
回
は
感
動
す
る
』
と
い

う
笑
い
の
処
方
箋
を
広
め
て
く
だ
さ
い｣

と
訴
え
て
い
ま
す
。私
も
外
来
診
察
患
者
さ
ん
の
処
方
箋
を

出
す
と
き
に
、 

 
 
 

一
、｢

わ
っ
は
っ
は｣

と
声
を
だ
し 

 
 
 

二
、
笑
っ
て
笑
っ
て 

 

一
日
五
回 

 
 
 

三 

全
て
に
感
動
と
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ 

 

一
日
五
回 

お
薬
を
の
む
と
き
に
も
、
食
事
の
前
後
に
も
試
し
て
み
て
下
さ
い
。
と
指
導
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
だ
け
で
も
、
病
状
半
減
請
け
合
い
で
す
。 

  

笑
い
は
自
分
だ
け
で
な
く
周
り
も
和
や
か
に
し
ま
す
。
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
お
互
い
の
尊
敬
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
無
愛
想
な
職
場
ほ
ど
、
こ
の
パ
イ
プ
が
詰

ま
っ
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
笑
い
は
詰
ま
り
を
取
る
、
優
れ
た
方
法
の
一
つ
で

す
。
笑
い
の
実
践
に
徹
し
、
お
互
い
の
関
係
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
望

洋
荘
に
住
む
高
齢
者
の
方
々
は
、
皆
さ
ん
の
明
る
い
笑
い
と
、
温
か
い
微
笑
み
に
安
堵

の
念
を
生
じ
さ
せ
る
の
で
す
。
あ
な
た
達
こ
そ
福
祉
現
場
で
の
隠
れ
た
『
笑
い
療
法
士
』

な
の
で
す
。 

                

第 ３ ２ 号 

平成 1８年 

７ 月 発 行 

のれん作りの光景 
お風呂場の入口にのれんを掛けようと、職員達でのれんを作
る事になったのですが、ある職員から入居者様に作って戴けな
いだろうか？というのが事の始まりでした。 
職員がある程度準備をいたしましたが、裁縫の方は入居者様
にお願いして作成開始。さすがに昔とった杵柄、まだまだ若い
者には負けないとばかりに、あっという間に縫い上げてしまい
ました。 
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七
月
三
十
一
日
（
月
）『
小
玉
ダ
ム
』
ま
で
ド
ラ
イ
ブ
に
行
き
ま
し
た
。
梅
雨
も
あ
け
て
い

よ
い
よ
真
夏
と
い
う
時
で
し
た
が
、
幸
運
な
こ
と
に
少
し
日
差
し
弱
く
も
過
ご
し
易
い
陽
気
で

し
た
。
小
玉
ダ
ム
は
小
川
町
に
夏
井
川
を
水
源
に
平
成
九
年
三
月
に
完
成
し
た
ダ
ム
で
す
。
貯

水
量
は
一
三
九
三
〇
千
㎥
で
主
に
工
業
用
水
及
び
上
水
道
水
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

                      

   

七
月
四
日
（
火
）
薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
者
様
五
名
が
エ
ブ
リ
ア
へ
、
七
月
二
四
日
（
月
）

に
勿
来
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
者
様
六
名
ス
タ
ミ
ナ
太
郎
へ
お
食
事
ツ
ア
ー
に
行
き
ま
し
た
。 

職
員
が
各
自
ひ
と
り
づ
つ
入
居
者
様
に
付
き
添
い
ま
し
た
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
に
答
え

る
事
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。 

                      

「
お
食
事
ツ
ア
ー
」
薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト
・
勿
来
ユ
ニ
ッ
ト 
「
小
玉
ダ
ム
に
ド
ラ
イ
ブ
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。」
四
倉
ユ
ニ
ッ
ト 梅雨がつづき中々外に出る機会が無かった為に、久しぶりの外出となりました。

管理塔の近くには平坦で広々とした新緑に囲まれた素敵な場所がありました。そこ
で入居者様は車椅子を自走または歩いての散策をされていました。 
皆さん久しぶりの外出と言うこともあり、笑顔がたくさん見られ話もつきない様
子でした。帰りの車中でもまだ話がつきず、望洋荘までの道のり約 1 時間がすごく
短く感じました。皆さん本当に楽しい表情をされていました。 

『薄磯ユニット』はエブリアにて買い物をしてから、昼食はそれぞれ分かれて、
回転寿司に行ったり、フードコートにて好きな物を食べ楽しみました。残念な事に
カメラを忘れてしまい写真がなく申し訳ありませんでした。 
『勿来ユニット』は好間にあるスタミナ太郎にて昼食を食べて来ました。バイキ
ング方式で”好きな物を好きなだけ”特にお寿司・焼肉・まんじゅうなどが人気で、た
くさんの物を楽しく食べました。 



柳亭 さん喬 師匠  
（第 15回いわき寄席 H4.2.11）  
時折の 

   風が 柳を 

     引きたたせ 

柳亭 さん八 師匠  
（第 13回いわき寄席 H3.8.19）  
 

    福   寿 

       

昔々亭 桃太郎 師匠  
（第 43回いわき寄席 H8.10.28） 
明日は 

    明日の 

      風が吹く 

柳亭 さん喬 師匠  
（第 15回いわき寄席 H4.2.11）  
気に入らぬ 

    風にも 

   柳 身をまかせ 

柳亭 さん喬 師匠  
（第 15回いわき寄席 H4.2.11）  
おしよせた 

   大波 雑魚を 

      おき忘れ 

柳亭 小里ん 師匠  
（第８回いわき寄席 H2.10.22）   
じゃまな年始の 

お客もかえり 
やっと二人の 

お正月 

柳亭 小里ん 師匠  
（第８回いわき寄席 H2.10.22）   
舟の中 

小粋な文句 
足が止まった 

夕涼み 
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「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
直
筆
の
色
紙
を
紹
介
致
し
ま
す
。 

 

柳
亭 

小
里
ん
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第 

八 

回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
二
年
十
月
二
二
日 

 
 
 

（
演
目
）
不
動
坊
、
子
別
れ
（
通
し
） 

○
第
三
六
回
記
念
い
わ
き
寄
席 
平
成
七
年
八
月
七
日 

 
 
 

（
演
目
）
湯
屋
番
、
夏
泥
、
五
人
回
し 

                   

柳
亭 

さ
ん
喬
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
十
五
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
四
年
二
月
十
一
日 

 
 
 

（
演
目
）
初
天
神
、
抜
け
雀
、
禁
酒
番
屋 

                         

柳
亭 

さ
ん
八
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
十
三
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
三
年
八
月
十
九
日 

 
 
 

（
演
目
）
初
天
神
、
抜
け
雀
、
禁
酒
番
屋 

○
第
五
二
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
年
九
月
八
日 

 
 
 

（
演
目
）
初
天
神
、
抜
け
雀
、
禁
酒
番
屋 

          

昔
々
亭 

桃
太
郎
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
四
三
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
八
年
十
月
二
八
日 

 
 
 

（
演
目
）
不
動
坊
、
子
別
れ
（
通
し
） 

○
第
五
九
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
一
年
十
月
十
四
日 

 
 
 

（
演
目
）
湯
屋
番
、
夏
泥
、
五
人
回
し 

         

「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
色
紙
集
か
ら
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平
成
一
八
年
五
月
一
日
よ
り
当
法
人
で
も
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
を
開
設
致
し
ま
し
た
。 

 

名 

称 

『
社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 

望
洋
荘
豊
間
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
』 

住 

所 

い
わ
き
市
小
島
町
一
丁
目
五
番
地
２
号
（
須
田
医
院
内
） 

電
話
番
号
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号 

 

（
〇
二
四
六
）
二
七
―
七
五
九
七 

管
理
者
及
び
介
護
支
援
専
門
員 

 

赤
間 

千
枝 

 

菅
野 

剛 
 

『
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
』
と
は
、 

在
宅
で
の
要
介
護
認
定
者
が
各
種
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

適
切
に
利
用
す
る
事
が
出
来
る
様
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、

環
境
、
本
人
及
び
家
族
の
希
望
を
踏
ま
え
、
利
用
す
る
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
、
内
容
等
を
定
め
た
。
居
宅
サ
ー
ビ

ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成
す
る
と
共
に
、
そ
の
サ
ー

ビ
ス
が
確
実
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
と
の
連
絡
調
整
や
、
本
人
が
介
護
保
険
施
設
へ
の
入
所

を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
施
設
へ
の
紹
介
や
便
宜
の
提
供
を

行
う
事
業
所
で
す
。 

 

開
設
の
ご
連
絡
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
事
、
誠
に
申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た 

   

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
『
望
洋
荘
秋
祭
り
』
を
平
成
一

八
年
十
月
十
五
日
（
日
）
午
前
十
一
時
よ
り
左
記
の
日
程
に

て
開
催
致
し
ま
す
。 

                       

『
望
洋
荘
秋
祭
り
』
は
入
居
者
様
と
ご
家
族
様
・
地
域
の
方
々

と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
と
し
た
行
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
多

忙
の
所
、
大
変
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
何
卒
多
く
の
方
々

に
ご
参
加
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

望
洋
荘
も
開
設
し
て
３
年
目
迎
え
、『
望
洋
荘
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
』
を
開
設
致
し
ま
し
た
。
職
員
が
管
理
し
て
い
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
あ
り
お
見
苦
し
い
所
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
是

非
ご
覧
下
さ
い
。 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

h
ttp

://
w

w
w

1
7

.p
la

la
.o

r.jp
/
b
o
yo

s
o
/
 

               

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
十
八
年
七
月
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

  

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

  

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

今
月
の
言
葉
そ
の

（
倫
理
研
究
所
編
標
語
集
か
ら
） 

「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」
開
設
の
お
知
ら
せ 

「
望
洋
荘
秋
祭
り
」
開
催
の
お
知
ら
せ 

―
日
々
、
い
わ
き
七
浜
の
潮
騒
が
聞
こ
え
る
「
ふ
る
さ
と
に
」
に
憩
う
― 

少
人
数
で
構
成
さ
れ
た
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
家
族
的
な
生
活
空
間
で
、 

安
心
と
寛
ぎ
と
ゆ
と
り
の
あ
る
居
住
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

テ
ー
マ 

〜
入
居
者
と
家
族
と
地
域
と
の
交
流
〜 

日 

時 

平
成
一
八
年
一
〇
月
十
五
日
（
日
） 

午
前
十
一
時
０
０
分
〜
午
後
３
時
０
０
分 

 

場 

所 

望
洋
荘
多
目
的
ホ
ー
ル
（
塩
屋
岬
広
場
）  

バ
ザ
ー
・
模
擬
店
は
一
階
事
務
所
前
よ
り
実
施 

 

内 
容 
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

１. 
開
会
宣
言 

 
 
 
 
 
 

 
 

４. 

余
興 

２. 

理
事
長
挨
拶 

 
 
 
 
 

 
 

和
太
鼓
・
じ
ゃ
ん
が
ら
・ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏 

３. 

来
賓
者
祝
辞
・
挨
拶 

 
 

ソ
ー
ラ
ン
節
・
・
・
等 

５. 

閉
会
宣
言 

 

◎
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー 

  

◎
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー 

 
 

 

焼
き
そ
ば 

 
 

 
 

 
 

 

綿
あ
め 

 
 

 

豚
汁 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

カ
レ
ー
ラ
イ
ス 

 
 

 

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト 

 
 

 
 

焼
き
鳥 

 
 

 

ジ
ュ
ー
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

肉
ま
ん
・
あ
ん
ま
ん 

 
 

 

ビ
ー
ル 

 

お
断
り 

・
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。
乗
り
合
わ
せ
に
て
、
ご
来
荘
頂
け
ま

す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。 

・
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー
の
商
品
に
は
、
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。
品
切
れ
の
際
は
ご
容

赦
く
だ
さ
い
。 

・
食
中
毒
防
止
の
為
、
食
べ
物
の
お
持
ち
帰
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

主 

催 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

後 

援 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

 
 

医
療
法
人
あ
さ
う
ら
会 

須
田
医
院 

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
開
設
の
お
知
ら
せ 


